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　新年度の予算につきましては、限られた財源の中、効率的な運用を図るため行政効果等に基づく厳
しい選択を行い、町民福祉の更なる充実を図るための予算編成に努めました。
平成２７年度におきましても、「自然を活かし、伝統を重んじる町づくり」、「豊かで活力ある町づくり」、

「快適で安心に暮らせる町づくり」、「健康でありたいと願う町づくり」、「知恵と文化を育む町づくり」
を主要課題として位置づけております。
　厳しい財源のもと主要施策の事業を着実に推進し、又、健全な財政運営を心がけ魅力的なまちづく
りを一層推進する所存であります。
　次に、一般会計予算についてですが、平成 27 年度の一般会計予算は、 20 億 6,938 万 2 千円で、　
平成 26 年度に比べて 8,876 万 9 千円の減で、率にして 4.1％の減となっております。
　又、特別会計の予算につきましては次のとおりです。

太地町国民健康保険事業会計	 5 億 7,292 万円
太地町介護保険事業会計	 4 億 2,686 万 6 千円
太地町後期高齢者医療事業会計	 1 億 1,311 万 3 千円
太地町都市計画公共下水道事業会計	 6,614 万 6 千円
太地町くじらの博物館事業会計	 2 億 6,254 万 5 千円
太地町水道事業会計収益的収支	  収入　 8,779 万 6 千円
	  支出　 8,015 万 1 千円

　次に、各事業でございますが、総務関係につきまして主なものは、1915 年に発足して今年で 100
周年を迎える在米太地人会記念行事参加費、町民にとって利便性の高い公平・公正な社会を実現する
ため、社会保障・税番号制度導入費、又、本年２月 26 日に全国重点「道の駅」に選定していただき
ました地域振興施設整備事業費等、民生関係につきましては、特別会計への繰出金のほか、高齢者や
障がい者の皆さんへのケア事業費、新規予算であります旧梛管理費等、衛生関係につきましては、予
防・健康増進事業費、パッカー車購入費、大浦浄苑への負担金等であります。
　農林水産関係につきましては、稚貝・稚魚等の放流事業をはじめ、本年度もひきつづき資源の回復、
ヒジキ場の造成のため磯根漁場再生事業費等を計上しております。
　商工関係につきましては、各種負担金補助等のほか、海水浴場鯨類ふれあい事業費等、土木関係に
つきましては、公共下水道事業会計への繰出金のほか、継続工事で本年度完成予定の山中２号線道路
新設工事、常渡線改修工事をはじめ、本年も引き続き、津波等から地域住民の安全をいち早く確保す
るための避難路整備事業費等であります。
　消防・防災関係につきましては、救急業務関連費用をはじめ、消防団関連では消防自動車購入費、
最終年度となります消防無線デジタル共同整備事業負担金等を計上しております。
　教育関係につきましては、外国青年招致事業費をはじめ、高齢者や障がい者の皆さん誰もが気軽に
公民館事業に参加していただけるようエレベーター設置事業費、又、きのくに和歌山国体関連費用等
を計上しております。

太地町長　三　軒　一　高

平成27度当初予算の概要について
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グラフで見る太地町の財政状況
一般会計予算
　平成 27 年度一般会計予算は 20 億 6,938 万 2 千円で、前年度当初予算に比べ 8,876 万 9 千円の減で、
前年度対比 4.1% 減となっています。

県支出金
6,896万円

（3.3％） 

国庫支出金
2億1,230万8千円

（10.3%）

繰越金  4,000万円
  　　　  （1.9%）

町債　2億3,020万円
（11.1%）

その他（1）  3,936万2千円 （1.9%）
その他（2）  4,510万円 （2.2%）

町税
2億3,739万
2千円

（11.5%）

地方交付税
8億8,000万円

（42.5%）

繰入金
3億1,606万円

（15.3％）

＜その他（１）内訳＞
分担金及び負担金	 752 万円（0.4％） 
使用料及び手数料	 1,725 万 1 千円（0.8％） 
財産収入	 312 万 7 千円（0.1％） 
寄附金	 1 千円（0.0％） 
諸収入	 1,146 万 3 千円（0.6％）

＜その他（２）内訳＞
地方譲与税	 990 万円（0.5％） 
利子割交付金	 90 万円（0.0％）
地方消費税交付金	 2,800 万円（1.4％）
自動車取得税交付金	 120 万円（0.1％）
地方特例交付金	 70 万円（0.0％）
配当割交付金	 200 万円（0.1％）
株式等譲渡所得割交付金	 240 万円（0.1％）

歳入合計　20億 6,938万 2千円

平 成 2 7 年 度 の 当 初 予 算 の 概 要
会　計　区　分 平成 27 年度 平成 26 年度

一　　般　　会　　計 20 億 6,938 万 2 千円 21 億 5,815 万 1 千円
特
　
別
　
会
　
計

国 民 健 康 保 険 事 業 会 計 5 億 7,292 万円 5 億 3,601 万 6 千円
都市計画公共下水道事業会計 6,614 万 6 千円 6,222 万 1 千円
く じ ら の 博 物 館 事 業 会 計 2 億 6,254 万 5 千円 2 億 4,796 万 1 千円
介 護 保 険 事 業 会 計 4 億 2,686 万 6 千円 3 億 6,986 万 4 千円
後 期 高 齢 者 医 療 事 業 会 計 1 億 1,311 万 3 千円 1 億 1,130 万 1 千円

企
業
会
計

水 道 事 業 会 計 8,779 万 6 千円 9,711 万 1 千円
（ 収 益 的 収 支 ） 8,015 万 1 千円 7,719 万 2 千円
国 民 宿 舎 事 業 会 計 1 億 2,587 万 3 千円

（ 収 益 的 収 支 ） 1 億 2,564 万 4 千円

収入 収入

収入 収入
支出 支出

支出 支出
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歳出合計　20億 6,938万 2千円

性質別合計　20億 6,938万 2千円

　農林水産費　6,332万8千円（3.1％） 
　商工費　4,443万8千円（2.2％） 

　衛生費 　1億9,609万9千円（9.5％） 

　消防費　7,369万1千円
（3.6％） 

　公債費　1億6,381万9千円
（7.9％） 

その他　505万3千円（0.2%）
議会費　6,500万4千円（3.1%) 

総務費　4億1,839万2千円
（20.2％） 

民生費
5億5,846万円
（27.0％） 

　土木費
2億6,161万6千円

（12.6％） 

　教育費　2億1,948万2千円
（10.6％） 

補助費等　1億1,969万5千円（5.8%）

公債費
1億6,394万7千円（7.9%） 扶助費

1億5,623万9千円（7.5%）

繰出金　2億7,630万6千円（13.4%）
その他　4,392万3千円（2.1%）

人件費
4億6,093万9千円

（22.3％）

物件費
5億7,981万6千円
（28.0%）

投資的経費
2億6,851万7千円

 （13.0%）

〈その他の内訳〉
　労働費	 5 万 3 千円（0.0％）
　予備費	 500 万円（0.2％）

〈その他の内訳〉
　維持修繕費	3,892 万 3 千円（1.9％）
　予備費	 500 万円（0.2％）

保育所運営について	 （園児数　26 名）

年間運営費 年１人当たり 月１人当たり 昨年度当初予算年間園児
１人当たり町負担額

23,841,000 円 916,962 円 76,413 円 900,722 円

幼稚園運営について	 （園児数　20 名）

年間運営費 年間保護者負担額 年間園児１人
当たり町負担額

昨年度当初予算年間園児
１人当たり町負担額

29,133,000 円 1,205,000 円 1,396,400 円 1,265,550 円
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小学校運営について	 （児童数　116 名）

年間運営費 年間児童１人当たり町負担額 昨年度当初予算年間児童
１人当たり町負担額

31,483,000 円 270,985 円 281,946 円

中学校運営について	 （生徒数　73 名）

年間運営費 年間生徒１人当たり町負担額 昨年度当初予算年間生徒
１人当たり町負担額

23,393,000 円 319,979 円 248,789 円

清掃センター運営について	 （２月末現在人口  3,327 人）

年間運営費 年間町民１人当たり町負担額 昨年度当初予算年間町民
１人当たり町負担額

128,176,000 円 38,526 円 37,455 円

し尿処理一部事務組合への負担金	 （２月末現在人口  3,327 人）

年間運営費 年間町民１人当たり町負担額 昨年度当初予算年間町民
１人当たり町負担額

132,842,000 円 5,142 円 4,475 円

保険給付費支払われる経費ついて
総額 世帯当たり 年１人当たり 昨年度当初予算

年１人当たり
医療費 342,640,000 円 493,718 円 298,207 円 313,571 円

国民健康保険会計運営について
 （２月末現在　世帯数　694　　加入者　1,149 人）

総　　額 世帯当たり 年１人当たり 昨年度当初予算
年１人当たり

国保会計の年間運営費 572,920,000 円 825,533 円 498,625 円 456,184 円

内　訳

国県の補助金 142,568,000 円 205,429 円 124,080 円 109,886 円
保　険　料 85,505,000 円 123,206 円 74,417 円 71,797 円
そ　の　他 254,257,000 円 366,365 円 221,285 円 205,857 円
町 負 担 金 90,590,000 円 130,533 円 78,843 円 68,644 円

後期高齢者医療事業会計運営について（２月末日現在該当者数　776 人）

総　　額 １人当たり 昨年度当初予算
年１人当たり

後期高齢者医療事業会計の年間運営費 113,113,000 円 145,764 円 143,245 円

内　訳
保　険　料 41,398,000 円 53,348 円 51,951 円
そ　の　他 197,000 円 254 円 250 円
町 負 担 金 71,518,000 円 92,162 円 91,044 円

介護保険会計運営について（２月末日現在第 1 号被保険者　1,247 人）

総　　額 １人当たり 昨年度当初予算
年１人当たり

介護保健事業会計の年間運営費 393,289,000 円 315,388 円 303,167 円

内　訳

国県の補助金 155,854,000 円 124,983 円 119,183 円
保　険　料 49,836,000 円 39,965 円 40,849 円
そ  の  他 107,205,000 円 85,970 円 83,499 円
町  負  担 80,394,000 円 64,470 円 59,636 円



　長野県神城断層地震から４ヶ月が経過した３月 22 日に白馬村被災地区対象の集会が開催され
るとの事で、被災者の方々に元気を出してもらおうと当町から婦人会の方々の御協力を得て、婦
人会３名及び役場職員５名の計８名で白馬村多目的研修集会施設において炊出し活動を行ってま
いりました。
　当日は 13 時より鯨の竜田揚げ、マグロ丼、伊勢海老の味噌汁、サンマの丸干し等を約 130 人
に提供させていただきました。被災地区の方々の、ひと時の笑顔ではありますが拝見できうれし
く感じました。
　白馬村においては、３月 20 日現在で 28 世帯 80 人が仮設住宅で暮らしております。
　村では、自力で生活再建できない村民の為に公営住宅の建設を予定しているとのことです。
　これから雪解けをむかえようやく本格的な復旧作業に入るようですが、今後も支援体制を継続
していきますので町民の皆様におかれましても御理解のほどよろしくお願い致します。

　４月 10 日（金）、太地町公民館で姉妹都市交流事業として訪れたブルーム・セントメアリー
校の学生たちの歓迎レセプションパーティーを行いました。
　ブルームの学生や引率の先生による自己紹介や太地町民芸保存部会による鯨踊り、寄水青年同
志会による獅子舞等太地町の伝統芸能が披露されました。また、最後には、太地の学生たちのダ
ンスとブルームの学生によるダンスが披露され、パーティーは大盛況でした。
　ブルームの学生たちは 13 日から広島・京都・大阪を観光し、16 日に帰国しました。

～姉妹都市長野県白馬村支援活動を行いました～

～姉妹都市ブルーム学生の歓迎レセプションパーティを行いました～

 

広報たいじ　今月のトピックス

宇佐川教育長から歓迎の言葉を受ける
セントメアリー校の学生の皆さん

セントメアリー校の学生の皆さん
とホストファミリーの皆さん
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町職員の人事異動について（平成27年４月１日付）

新　　　　　　　　　　　任 氏　　　名 旧　　　　　　　　任

住　民　福　祉　課

　住民福祉課　　主　事 中　山　　　恵 　住民福祉課　主事補

産　業　建　設　課

　産業建設課　課長　兼ねて　企業会計　出納員 久　保　亨　一
　産業建設課　課長　兼ねて
　国民宿舎白鯨　支配人　兼ねて
　企業会計　出納員

　産業建設課　副主幹 竹　村　直　也 　国民宿舎白鯨　副主幹

新　規　採　用

　産業建設課　主事補 藤　野　　　満

今年度より新規採用された職員の紹介です！
新規採用の職員にプロフィールという事で質問してみました。

《①いきがい②性格③趣味④出身地⑤家族⑥所属課》

①フットサルの練習です。

②おとなしい性格です。

③フットサル

④那智勝浦町

⑤父、母、兄、弟の５人家族

⑥産業建設課

藤
ふじ

　野
の

　　満
みつる

  （29 歳）

町民の皆様のお役に立てるよう精一杯
　　　　　　　　　頑張りますのでよろしくお願いします。
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　平成 27 年第１回太地町議会定例会が、3 月 10
日に開会されました。
　今定例会には町長から、平成 27 年度の施政方
針並びに提案理由説明があり、条例の制定５件、
条例の一部改正 10 件、条例の廃止１件、契約の
変更１件、補正予算３件、平成 27 年度太地町一
般会計予算他各会計の新年度予算６件が提出さ
れ、審議されました。
　議員から条例の一部改正１件、請願書１件が提
出されました。
　特別委員会につきましては、高台整備検討特別
委員会が設置され、委員長、副委員長も選出され
ました。
　一般質問では、３名の質問が行われ、町政一般
について町の考えを問われました。

　条例の制定
※教育長の勤務時間、休暇等及び職務専念義務

の特例に関する条例の制定【可決】
※太地町家庭的保育事業等の設備及び運営に関

する基準を定める条例の制定【可決】
※太地町特定教育・保育施設及び特定地域型保

育事業の運営に関する基準を定める条例の制
定【可決】

※太地町放課後児童健全育成事業の設備及び運
営に関する基準を定める条例の制定【可決】

※太地町地域包括支援センターの職員等に係る
基準を定める条例の制定【可決】

　条例の一部改正
※太地町特別職報酬等審議会条例の一部を改正

する条例【可決】
※太地町教育委員会委員の報酬及び費用弁償条

例の一部を改正する条例【可決】
※選挙管理委員会及び議会等の要求により出頭

した者等に対する実費弁償条例の一部を改正
する条例【可決】

※町長及び副町長の給料その他の給与条例の一
部を改正する条例【可決】

※太地町行政手続条例の一部を改正する条例
【可決】

※職員の給与等に関する条例の一部を改正する
条例【可決】

※太地町ひとり親家庭医療費の支給に関する条
例の一部を改正する条例【可決】

※太地町国民健康保険条例の一部を改正する条
例【可決】

※太地町介護保険条例の一部を改正する条例
【賛成多数で可決】

※特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用
弁償に関する条例の一部を改正する条例

　【賛成多数で可決】
※太地町議会委員会条例の一部を改正する条例
【可決】

　条例の廃止
※太地町国民宿舎事業の設置等に関する条例等

を廃止する条例【可決】

　契約の変更
※山中２号線道路新設（起点側）工事請負契約

の変更【賛成多数で可決】

　補正予算
※平成 26 年度太地町一般会計補正予算（第６

号）【可決】
※平成 26 年度特別会計太地町介護保険事業補

正予算（第３号）【可決】
※平成 26 年度特別会計太地町くじらの博物館

事業補正予算（第 3 号）【可決】

　新年度予算
※平成 27 年度太地町一般会計予算
　【賛成多数で可決】
※平成 27 年度特別会計太地町国民健康保険事

議 会 報 告
平成 27 年第１回太地町議会定例会
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業予算【賛成多数で可決】
※平成 27 年度特別会計太地町介護保険事業予

算【可決】
※平成 27 年度特別会計太地町後期高齢者医療

事業予算【可決】
※平成 27 年度特別会計太地町都市計画公共下

水道事業予算【可決】
※平成 27 年度特別会計太地町くじらの博物館

事業予算【賛成多数で可決】
※平成 27 年度企業会計太地町水道事業会計予

算【賛成多数で可決】

　請願
※学校図書館整備のための予算化に関する請願
　【趣旨採択】

　高台整備検討特別委員会
　　委 員 長　山　本　真一郎
　　副委員長　山　下　雅　久
　　委　　員　漁　野　尚　登
　　委　　員　塩　崎　伸　一
　　委　　員　水　野　隆　司
　　委　　員　福　田　忠　由
　　委　　員　三　原　勝　利
　　委　　員　水　谷　育　生
　　委　　員　花　村　　　計
　　委　　員　久　原　拓　美

　一般質問
　※水 野 隆 司 氏

１平見地区建設発生土県指定処分場事業計画
について

　　　①漁場への影響について
　　　②太地町漁協との連携について

③各地で発生している残土問題・概要と内
容の認識を確認する

④申請時の町の県に対する対応と対策につ
いて

　　２政治姿勢と行政運営について
①町長に各部門の監督・指導方針及び理想

と現状について問う。
②各部門長に職員の指導内容及び理想と現

状・重点課題について問う
３南海トラフ巨大地震・津波から命を守る施

策について
①森浦・与根子川等河川内に堆積した土砂

の県への除去対応について
②夏山地区の防災対策と対応について
③現代版・稲むらの火避難誘導灯の設置等

停電時の対応と対策について
　※漁 野 尚 登 氏
　　１新クリーンセンターについて
　　　①新クリーンセンターの建設について
　　２介護保険について
　　　①介護保険料について
　　３旧梛について
　　　①旧梛の運営について
　　４道の駅について
　　　①道の駅の建設について
　　　②道の駅の運営について
　　５太地町の構想について
　　　①森浦湾鯨の海構想について
　※花 村　計 氏
　　１教育環境整備について
　　　学校司書の配置について
　　　①学校図書館法改正について
　　　②地方交付税交付金算入について
　　　③自治体の努力義務とは

２持続可能な町創りための、南海トラフ巨大
地震対策について

　　　①新たな防災訓練について
　　　②最終的な高台整備にむけて
　　３まち・ひと・しごと創生法について
　　　①太地版総合戦略の策定について

◎議会は傍聴することができます。また議事録は
おおよそ３ヶ月後より閲覧できます。
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◇期　日　　　平成 27 年５月 23 日（土）　19 時 30 分から 21 時まで
◇場　所　　　下里水路観測所
◇定　員　　　先着順 20 名程度（事前申し込みが必要）
◇申込み方法　電話又はＦＡＸでお申し込みください。
　　　　　　　第５管区海上保安本部　下里水路観測所
　　　　　　　電話 0735-58-0084　ＦＡＸ 0735-58-1535
◇受付期間　　５月 11 日（月）から
◇実施内容　　海上保安庁及び下里水路観測所の業務紹介、人工衛星

レーザ－測距観測の紹介及び実演、惑星（木星、金星）、
月及び春

　ニホンジカによる農作物の食害や踏み荒らし、森林の剥皮害や下草の食害により自然生態にも
悪影響が出ています。県では、平成 25 年度に新しい調査方法（ベイズ法）で調査した結果、約
53,000 頭のニホンジカが生息していると推測されました。そこで、農作物被害などの軽減と自然
環境の保全を図ることを目的として、今年度も和歌山県全域において、４月１日から５月 20 日ま
でを捕獲強化月間とし、（ただし、ニホンジカの生息頭数の少ない和歌山市、海南市、紀の川市、
岩出市、美浜町、印南町を除く）捕獲目標頭数を 1,500 頭としてニホンジカ管理捕獲を実施します。
この間、太地町全域においてもニホンジカ管理捕獲を実施いたしますのでお知らせいたします。

◇と　き　　平成 27 年５月 17 日（第３日曜日）　午前９時～午後５時
◇ところ　　新宮公証役場
◇相談員　　公証人　中村　司（和歌山地方法務局所属）
◇相談内容　遺言、相続、任意後見（高齢者等の財産管理）、離婚問題（子の養育費、慰謝料、財産分与、

年金分割）、土地建物の賃貸借、金銭の貸借、債務弁済、売買、贈与、その他の大切
な契約、尊厳死宣言、会社定款など

◇予約　　　電話で予約してください。
◇その他　　平日（月曜～金曜）の相談も、ご利用ください。相談はすべて無料（秘密厳守）です。
◇問合わせ　新宮公証役場　新宮市緑ヶ丘２丁目１番３１号　電話 0735-21-2344

「海上保安の日」に伴う一般公開について

平成27年度ニホンジカ管理捕獲の実施について

日曜・無料公証法律相談のお知らせ

　太地町では、災害時の緊急情報や避難情報など、町民の皆さんの安全を守り、大切な情報をお届
けするために、防災行政無線（町内放送）を受信できる機能を持った「防災ラジオ」を貸し出して
います。
◇対象　太地町全世帯
◇無償貸し出し・随時受付・その場で受け取り可能
　お申込みは太地町役場総務課
　（電話：59―2335）へお願いします。
　申込書は役場にございますので、お申込みの際は印鑑をご持参ください。
　なお、お申込みや受け取りが困難な方は、お気軽に役場総務課までご連絡ください。

防災ラジオの貸し出しについて
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次のとおり団員を募集します。
●活動内容
　町内で発生した水火災等の災害時に防御や救助作業を行います。また、毎月 25 日に消防演習を
実施し、放水、器具点検、礼式訓練等を行い、水火災の予防及び警戒心の喚起に努めています。
●主な行事
毎月	 消防演習（８月、10 月除く）	 10 月	 祭典行事警戒
４月	 辞令交付式	 12 月	 年末警戒
８月	 花火大会及び柱松警戒	 １月	 消防出初式

　当町に居住する満 18 歳以上の方で、消防団活動に真摯に取り組むことができる熱意のある方は
下記までご連絡ください。

【太地町消防団事務局】
太地町役場総務課内消防団係
電話：５９－２３３５

道路交通法で駐車を禁止している場所
１．消防水利の周辺

（１）消火栓から５m 以内の部分
（２）消防用防火水そうの吸水口又は吸管投入孔から５m 以内の部分
（３）消防用防火水そうの側溝又はこれらの道路に接する出入口から５m 以内の部分

２．その他
（１）�消防用機械器具の置場（消防自動車の車庫や消火用ホース格納箱等）の側溝又はこれらの道

路に接する出入口から５m 以内の部分
（２）火災報知器から１m 以内の部分
（３）駐車車両の右側の道路上に３．５m 以上の余地がない場合

　和歌山県発達障害者支援センター「ポラリス」では、発達障害の理解・子育て・問題行動など、
発達障害に関する様々な相談に応じており、今年度も東牟婁地域の方を対象に巡回相談を行います。

対　象：発達障害者ご本人やご家族、支援者等

場　所：新宮保健所　串本支所

日　時：平成 27 年５月 14（木曜日）　午前 11 時～午後４時までの間で１件１時間です。

申込み・問合せ先：〒 641 － 0044　和歌山市今福３－５－ 41
　　　　　　　　　和歌山県発達障害者支援センター「ポラリス」
　　　　　　　　　電話：０７３－４１３－３２００

太地町消防団員募集

違法な駐車は、一刻を争う消火活動の妨げとなります

和歌山県発達障害者支援センター「ポラリス」巡回相談
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《保健衛生関係 5月行事予定》
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ー白馬からお便りー【姉妹都市「白馬村」コーナー】

住民基本台帳
（平成 27 年 3 月末日現在）

総人口 3,306 人
　　男  1,500 人
　　女  1,806 人

世帯数   1,642 世帯
（前月比：総人口 21 人減
              世帯数   5 世帯減）
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子育て支援関係
月　　日 事　業　名 時　　間 場　　所

５月 14 日（木） ちびっ子ひろば 9：30 ～ 10：30 ふれあいルーム
５月 21 日（木） ちびっ子ひろば 9：30 ～ 10：30 ふれあいルーム

★平成 27 年度よりちびっ子ひろばの開始時間が変更となりますので、ご注意ください。
健康相談

月　　日 事　業　名 時　　間 場　　所

５月  ８日（金） 成人健康相談（血圧測定）

10：30 ～ 11：30 公民館
13：00 ～ 13：30 平見集会所
13：45 ～ 14：15 老人憩の家
14：30 ～ 15：00 寄水集会所

５月 13 日（水） 乳幼児健康相談 10：00 ～ 11：30 多目的センター
５月 25 日（月） 成人健康相談（血圧測定） 15：00 ～ 15：30 森浦集会所

★平成 27 年度より成人健康相談（血圧測定）14：30 ～ 15：00 の開催場所は毎月寄水集会所で行いますので、ご注意下さい。
健康教育

月　　日 事　業　名 時　　間 場　　所
５月 11 日（月）

なかよし体操 13：30 ～ 15：00 東新集会所
５月 18 日（月）
５月 11 日（月） なかよし体操 13：30 ～ 15：00 森浦集会所
５月 25 日（月）

健診
月　　日 事　業　名 時　　間 場　　所

５月  ７日（木） 10 か月児健診 8：50 ～ 9：10（受付） 那智勝浦町福祉健康センター
５月 28 日（木） ４か月児健診 8：50 ～ 9：10（受付） 那智勝浦町福祉健康センター

 

※自転車レース開催中、町内の一部につきまして一方通行
及び一時的通行止め等の通行規制を行います。
何かとご不便ご迷惑をおかけ致しますが、ご理解ご協力の
ほどよろしくお願いします。

平成27年5月31日（日）8:30〜 14:30

ツール・ド・熊野開催のお知らせ
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